	A.O.M
	S.G.M

	
	


東病棟カンファレンス記録

平成２３年５月２８日（土）　　　　　　　　　司会　寺澤　浩子　　　記録　土岐　江利子
	東
	橘
	宮澤
	藤原
	鳥谷部（久）
	西山
	福田
	谷川
	上野
	小泉

	休
	深
	深
	休
	休
	休
	休
	○
	○
	休

	滝田
	寺澤
	大井
	前田
	鈴木匡
	伊藤
	金井
	鈴木幸
	田端
	及川

	休
	○
	準
	○
	準
	準
	留守
	留守
	休
	休

	荒木田
	佐々木
	田村
	横町
	土岐
	番場
	松橋
	鳥谷部
	新谷
	附田

	休
	欠
	準
	休
	○
	○
	○
	○
	早退
	○

	橋本
	竹内
	天間
	田中
	
	
	
	
	
	

	ローテ
	休
	深
	休
	
	
	
	
	
	


＜患者様連絡事項＞

・河原木　カノ様～昨日より実施しているレボトミン1/2　A　筋注について、睡眠が深く、

　　　　　　　　　食事も摂取できない状況であり、主治医へ情報提供しています。

　　　　　　　　　20時の筋注については止めとしており、他者への迷惑行為があった際、

　　　　　　　　　セルシン1A　静注の予測指示出ています。

· 竹内　恒子様～便秘時の予測指示継続となっています。

· 高橋　礼子様～便秘時の予測指示継続となっています。

· 木村　格春様～便秘時・胃痛時の予測指示継続となっています。

　　　　　　　　　本日5/28（土）13：00～16：30　5/30（月）9：00～16：00の外出希望あり主治医より許可となっています。

・清水　由美子様～5/29（日）9：30～5/31（火）16：00外泊予定であり、外出泊許可書を栄養に提出しています。

・斉藤　仁和様～私物・マルチビタミンの自己管理について主治医へ確認しており、許可となっています。

＜新入院患者様ケース検討＞

川村　つゑ（かわむらつえ）様（73）（当院2回目）主治医：田名部Dr　 SW：竹内

主病名：アルツハイマー型認知症

身体合併症：てんかん・身体表現性障害・

入院形態：医療保護入院　病棟：東病棟合併症室

既往歴：腸閉塞・子宮筋腫・右肩骨折（ボルトあり）の手術行っている。

＜経過＞

平成23年4月より痙攣はないが、意識消失して硬直していることが見られており、八戸赤十字病院神経内科にて精密検査を行い、てんかんの診断あり。抗てんかん剤服用していたが、その後もふらつき・転倒が目立ち、希死的言動・不穏強まったため入院となる。
＜入院時の様子＞

全身の内出血見られており、後頭部に10×5㎝程度の血腫あり。左側胸部痛訴えあり、バンド固定し安静にて様子観察している。内出血の場所について本日確認しカルテへ記載しています。

ふらつきが強く独歩できない状態ではあるが、一人で立ち上がろうとする事あり。歩行時左右に大きく体を揺らした状態があり、スタッフ支えにてゆっくり歩行されている。御家族様より、尿・便意が無いと情報あったが、声掛けに尿意訴えスタッフ介助にてトイレにて排泄（便・尿）されている。その際便座に一人で座っている事が出来ず、スタッフが身体を支えた状態となっている。対話ははっきりしており、食事も全量摂取出来ている。

意識消失発作の有・無・転倒に注意し観察していきましょう。

バイタル測定：4回/日　　上下義歯あり　　オムツ使用　　カードなし　　業者洗濯

処方については、持参薬（～6/7）があり、各食後持参薬服用、当院からの処方は就床前薬のみとなります。

＜予測指示＞

てんかん発作（欠神発作型と思われる）の際は経過観察とし、意識消失回復しないとき・重責発作の際は主治医コール。精神不穏時　セルシン（10）1Ａ静注の指示出ています

・松林　政道様～嘔吐・嘔気は無いが食欲無いと話し、昼食　主食1/3　副食1/3摂取。

　　　　　　　　家族へ電話するが、避けられている感じがすると話し、気分の落ち込み見られ、自室で過ごす事多くみられている。

　　　　　　　　下痢の訴えあり主治医へ情報提供。ムコスタ・下痢止め　約束処方　3P　　　　　

3×nde　3日分処方となっています。
・宮本　建蔵様～御家族様へ電話しているが、連絡が取れていない状態となっている。本人も電話しているが、留守電となった為、用件を残したと話している。移棟の連絡の際、近日中に来院していただけるとのことだったので、時間を置き様子を見る事にしています。

